
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園庭日記 
蒲幼稚園  №８ Ｒ４,12,23 

ついに雨が降ってきました。天気予報は

裏切らないな～と空をにらみつつも、「こ

れくらいなら作業ができる！」と午後まで

残ってくださったご家族と一緒に作業の

続きを行いました。 

・おもちゃの棚を改造 

・側溝の掃除 

・サッカーゴールの網の修理 

・器具庫の整頓  などなど 

普段やりたくてもできなかったことに、

手を付けることができました。 

園庭作業でなにがやり

たいって、ぼくたち、これ

がやりたかったんだよね！

大人が使っている道具

は、みんなの憧れです。 

ポツリ…ポツリ… 

 

みんなで集まると予想以上

に大きな力になるなぁと実感

しています。ご協力ありがとう

ございました。 

炊き出しは、今回初めての試みです。 

こんな風景、今までの幼稚園にはなかったです

よね。一緒に働いて、一緒に温かいものをいた

だいて、とてもいい雰囲気でした❤ 

今回は、みそ汁の炊き出しも行いました。 

今回の園庭プロジェクトでは、今までとは違う楽しみと新たな可能性を感じること

ができました。まさに「園つくりならぬ、縁つくり」。今回お寄せいただいたみなさんから

のご意見・ご感想を基に、この園庭プロジェクトをさらに盛り上げていきたいと思っ

ています。次回は３月２５日（土）です。大勢のご参加をお待ちしています！ 

 大根・サツマイモ・油あげ・ネギで温かいみそ汁

を作りました。料理に興味を持った子どもたちがお

手伝い。 

 花壇の土に堆肥を混ぜて土

作り。そして、チューリップの

球根を植えました。色とりどり

の花が咲くといいですね。今

から春が待ち遠しいです。 

「よりみちはらっぱ」には、素敵な果樹ロ

ードが出来上がりました。 

砂を砂場に戻したり、枯

草や落ち葉を集めたり、地

面をならしたりしました。 

 落ち葉を溜めた場所の土が見

る見るうちに生き返っていく様子

に、腐葉土作りに取り組んでみよ

うと思いました。 

 これまでの活動で出た端材で、ドーム

型の作品を作りました。気が付けば大人

も夢中になって楽しんでいました。 

 午後の活動への参加を希望されていた方々には、中止をお伝えすることになってしまいとても残念

に思うと共に、大変申し訳なく思いました。参加を希望してくださった皆さんのご理解とご協力のお

陰で、当日の作業が無事に終わりましたことをご報告いたします。ありがとうございました。 

１７日（土）園庭プロジェクトを行いました！ 

小さなチャレンジタワーに壁を作りました。子

どもは隠れたり、狭いところが大好きなんです。 



 

３学期も元気いっぱい遊ぼうね！ 

それでは皆様、よいお年をお迎えください。 

 「様子が何か違う…」と大勢の子どもたちが飛び出してきました。「ここが変わったでしょ」「ここも変わった！」と

今までとの違いを見つけながら、ぐるりと一周する子どもたち。そんな子どもたちに負けないくらい外で遊ぶことにワ

クワクしていた私たちも「ねえねえ園庭が変わったよ。早く遊びに行こうよ！」なんて声をかけていました。 

『よりみちはらっぱ』にできた小道を先生や友だちと嬉しそうに歩く姿がみられ

ました。小道ができたことで、お散歩気分が高まります。今はまだ、枯れ木しか

生えていない状態ですが、季節ごとにいろいろな表情が見られることでしょう。 

氷が張るほど冷え込

んだ月曜日。植え替え

た樹木も寒がっている

だろうと根元に茣蓙を

被せてあげました。 

「何これ？ぼくもやってみたい！」といろいろなクラス

の子が入れ代わり立ち代わり作業を進めました。結果で

きた形は、お城の砦のようなもの。作業は、まだまだ継

続中です。冬休みが明けたら、また続きを楽しもうね。 
壁を付けたことで、チャレンジタワーの下

で遊ぶ子が増えました。畳や茣蓙を敷き、組

み立てツールを並べて、部屋の中のようにレ

イアウトして遊んでいます。 

でもどうしたことか壁がで

きたにも関わらず、子どもた

ちはやっぱり畳を立てかけて

壁を作っているんです。なぜ

でしょう…？その思いをこれ

からじっくりと探っていこうと

思っています。再び改造が必

要になるかな…？ 

今回作ったチャレンジタワーは、それほど高くはな

いですが、ちょっと形に仕掛けがあるんです。足が掛

けられる！と思っても、あれあれ、体がひっくり返っ

ちゃう…？そう、いわゆる『ネズミ返し』的な作りなん

です。でも、高いチャレンジタワーとは違って、「これ

なら登れそう」と思うのか、花組さんも果敢に挑戦し

ていました。 

中程度のチャレンジタワーを二階建てのお家に見

立てて遊び始めました。下は、囲まれているから安心

できるのです。友だちと一緒に入って一休み。 

まだ登れない子が、下に潜り

込みながら、よじ登る友だちを

観察している様子も見られまし

た。実は、それぞれに芽生えて

いる『悔しい』という気持ち。これ

って、とても大事な経験だと思

いませんか？ 

新たな登り口を発見！おっかなび

っくり挑戦してみます。 


